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OpenStack
で

圧倒的な優位性を築く方法
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EMCはなぜDellに身売りをするのか？
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クラウドが起こすIT業界へのインパクト

■ハードウェア製品の信頼性での優位性は無くなる。

クラウドOSが冗長化を可能に。

多少信頼性が悪くても安い方が良い時代に。

 オープンソースソフトウェア（OSS）が主流の世界。

ー OSはLinux

ー DBはPostgreSQL または MySQL。

ー Amazon AWS、OpenStack、CloudStack全てオープンソース。

ー BlockchainはOSSのHyperledgerで。

ー Deep LearningもOSSのCaffe等で。

OSSの力が無ければ優位性は築けない。



© LPI-Japan 2016. All rights reserved.4

OpenStackを良くする「貢献の競争」で勝つことが差別化。

OSSの世界ではミクロ的にもマクロ的にも最大の貢献者が最大の受益者。

（例：Linux、アンドロイドの世界）

ー 自社が提供したコードが採用されれば、その分野に於いては自社が
圧倒的な優位性を獲得できる。（企業の場合）

ー 自分のコードが採用されれば一躍有名になれる。（個人の場合）

ー 能動的な貢献の世界。（バザール方式）

日本人が不得意な世界。

クラウドが起こすIT業界へのインパクト
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貢献の競争の例

9
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IBMも貢献度をアピール。
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クラウドが与えるIT業界へのインパクト

ソフトパワーが重要になる。

ー 指揮権を持たず、金を払わずしてコミュニティを動かせる力。

Linus Torvalds氏、まつもとゆきひろ氏、Steve Jobs氏

ー「貢献の競争」の司令塔になる。（OpenStack関連WGのリーダ）

ー「最大の貢献者が最大の受益者」と深く関連。（企業も個人も）

ー ソフトパワーを持つ人が企業内に居るか否かの差は大きい。

ー OSSの世界に入らないとソフトパワーを付けることは出来ない。
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クラウドが与えるIT業界へのインパクト

サービスビジネスが差別化・優位性の中核。

ー Fee on Freeでのビジネスを構築できるか？

無料のオープンソースソフトをベースにサービス商品で勝ち抜く。

サービス商品の設計、製造、配送。。。の視点で運営しているか？

ー ハードビジネスのQC（品質管理）とサービスビジネスのＱＣは異なる。

ー 米国系のコンサル会社と日本のIT企業のコンサル会社の違いは？
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Cloud + IoT + Big Data + Deep Learning
の組み合わせで新たなビジネスを創る。

例：自動車の自動運転ソフトの開発

自動車から多くの動画を採取 → IoT

→ Cloud System → Big Data

→ Deep Learning → 自動運転ソフト開発

→ 車載システム

Cloud + Big Data + Deep Learning + IoT
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自社の強い分野でOpenStackを良くする貢献の競争に勝つ。

自社の強い分野のＷＧのリーダになる。（Soft Powerが重要）

自社の強い分野でコンサルから入り、ＳＩ、サービスに展開。

サービス商品の開発をハード製品と同様に、設計、開発、delivery
に別けてＱＣをかける。サービス商品は人に依存し、製造時と消費
時が同時の場合が多いのでＱＣが重要。

Cloud, IoT, Big Data, Deep Learning, Blockchain 等の
組み合わせで優位性。

圧倒的な優位性の築き方
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OPCEL認定試験

[ OpenStack技術者認定試験 by LPI-JAPAN ]

OpenStack Certification Exam by LPI-Japan

のご案内

Certification Exam for OpenStack Professionals by LPI-Japan

Prove you can Deploy, Operate, and Mange OpenStack!

オプセル
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 OpenStackを利用してクラウドシステムの

構築、運用、保守ができる技術力の認定試験。

 試験問題は世界７カ国の技術者の協力を得て開発。

 LPI-Japanが中立の立場で制作したDistribution 

Independentな試験。

（Linux技術者向けの認定制度でもDistribution Independentな

LPICの受験者/認定者が圧倒的に多い。）

OPCEL認定試験とは



© LPI-Japan 2016. All rights reserved.14

OPCELアカデミック認定校

加入順・5校5拠点 （2016年3月現在）
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OPCEL受験対策教材

OPCEL認定試験対策教科書（電子書籍）

著：日本仮想化技術株式会社
出版：技術評論社
価格：864円

OpenStack構築運用トレーニングテキスト - OPCEL認定試験対応

著/出版：有限会社ナレッジデザイン（OPCELアカデミック認定校）
- 製本版（B5版） -演習用DVD付き-

価格：9,000円（税別）
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 OPCEL(OpenStack技術者向け試験)
• OpenStackを使用したシステムの構築、運用、保守の試験。

 LPIC 304
• 全てのクラウドの基盤となる仮想化、高可用性等の技術力の試験。

• LPIC Level 1 & 2の技術力に裏付けされた専門性の証明。

 OPCEL + LPIC 304
• OpenStackの表も中も理解している証明。

LPIC 304 とOPCEL試験の関係



© LPI-Japan 2016. All rights reserved.17 17

Open the Future 

With

OpenStack & OPCEL

本日の講演は通常90分で話す内容の一部です。

60分～90分の講演を無料で行います。

ご希望の場合はご連絡下さい。

成井 弦
narui@lpi.or.jp


